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第17回大会

日本看護歴史学会第17回大会を終了して

小山敦代

日本看護歴史学会第17回大会は、さわやかな初秋

の9月5日（金）・6日（土）に青森県立保健大学に

おいて開催された。テーマは“看取りの文化一古代

から現代へ’’であり、参加者は179名であった。

ライダー

島崎玲子大

会長挨拶

は、はじめ

に亀山美知

子氏の訃報

と本学会設

立、ならび

に永年の代

表幹事や看護歴史研究における多大な功績をたたえ

られた。そして、本大会は、日本の看護の原点とそ

の変遷をとおして看護の本質とは何かを追及したい

という会長としての熱い想いが語られた。続いて、

青森県立保健大学の新道幸恵学長から歓迎の挨拶が

あり、第17回大会の幕が開いた。

特別講演Ⅰの松木明知氏（弘前大学）による「八

甲田雪中事件一特に第5連隊と第31連隊による捜索

活動について－」では、真実を知る観方に迫力があ

り、科学的な論理的思考と歴史から学ぶことに感銘

を受けた内容であった。

パネルディスカッションは、「占領軍GHQ公衆衛

生福祉局の医療看護政策と現在への影響」をテーマ

とし、ライダー島崎玲子氏、大石杉乃氏、川島みど

り氏、平尾真智子氏により、GHQによる看護改革が

看護実践、看護教育にどのように影響を及ぼしてき

たか、それぞれの立場や実践活動、研究を通して語

られた内容は興味深く、改めて、看護改革の理念の

継承と時代の変遷の中で看護に求められている本質

を結びつけて再考する機会になった。

2日目の午後には4分科会が開催され、「看護に関

する法律の変遷」「史料の力」「診療報酬の推移と看

護の評価」「男性の看護参画」について、各々の会場

で、工夫を凝らしたプレゼンテーションと活発な意見交換が行われた。特別講演ⅠⅠの新村拓氏（北里大学）による「看取りの文化とその歴史」では、病と死に焦点が当てられ、まさに高齢社会の現在、看護者にとって興味深
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く示唆に富む内容であった。また、口演8題、示説

6題の一般演題発表と、貴重な写真の展示は、それ

ぞれ関心が高く人を引き寄せた。

本大会は、学生による発表や若い看護師、男性看護

師によるセッションなど看護歴史への関心の広がり

が見られ、本学会の発展に期待をはせて幕を閉じた。

大会終了にあたり、会月の皆さま、ご協力いただ

いた方々に感謝申し上げます。

新刊のご案内一一一一一・・■・一一卜．・－…膿－…膿一膿－小一…・一㌦一

戦後日本の看護改革
封印を解かれたGHQ文書と証言による検証

ライダー島崎玲子・大石杉乃編著

定価8，000円川本看護協会出版会）

本書はGHQ文書を中心に膨大な史料と関係

者の証言に基づき、戟後日本の看護改革を検証
する歴史書である。
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特別講演1

真実への追求30年一八甲田雪中行軍事件一

木村紀美

1902年（明治35年）1月下旬、青森市に駐屯する歩兵

第5連隊、第2大隊隊長山口少佐以下210名の将兵は、

冬期耐寒訓練のため雪中行軍を開始した。当日は午後

から猛吹雪となり行軍の続行が困難との判断から山

中に露骨し、翌朝午前2時半に露骨地を出発した。

しかし、吹雪は益々猛烈となり、周囲は暗く、何

も見えずそこから彼らの「死の彷径」が始まった。

遭難から13日目までに凍死者193名と山口少佐を含む

生存者17名が発見された。生存者は現場で応急処置

を受け衛戊病院に搬送されたが、入院中6名が死亡

した。凍傷の応急処置は、記録からみて現代医療に

劣るものではなかったという。ただ、この遭難事件

の一番の原因が、様々な原因はあるものの指揮者の

判断ミスであったと言われる。判断の重要性に関し

ては、看護職者にとっても同様である。

30年間の月日を費やし、真実を追求していった松

木氏の多大な資料に基づいた陸軍省の調査結果報告

や山口少佐の死は、自殺とは考えられない、という

論証には説得力があった。松木氏は、真実を知る、記録を辿っていく、記録するということを随所で話されたが、看護の歴史を語る時、また歴史を歩む時もそのことは必須条件であると思った。●1●
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特別講演2

新村　拓「看取りの文化とその歴史」を聴く

川島みどり

打’右．制という詔イリが、1817牛「吐ノ高論鵬∵荘多村

鼎」以来のものであると聞き、ルーツ探索を心がけ

ながら、これは迂闊であったと先ず恥じ入った。，人々

の生活の中から生まれた専【日用我を標傍するなら、わ

が国の歴史と文化をふまえた看護の変遷を見据える

必要があると痛感した。

〈講演慨要〉

『看取りの文化』は、人間の誕生から死、そして

死後に圭るまでを視野に入れたもので、人々の努力

によって伝承され築かれてきた。，家族石渡から始ま

ったごく個人的な営みが、不持定多数を対象にする

ことにより変化を迫られ、証に対して何をするのか、

その費用はどうするのかというた、いわば看護の慨

念化というものをいち早く行ったのが仏教であった。

出家集団による看護作法が、在家の信者の閏にひろま

って、死への看取りへの関心となり、看護次第で往生

のさまが異なることから、一人前の大人になるために、

看護の知識や方法を学ぶことが必要とされてきた。

『看護用心抄侶こよれば、看取ることが病人の心

や体の痛みを癒し、往生という救いを伴った死を結

果し、看取る行為自体によって看病人も救われること

に通じるという。こうして、時代の変遷とともに変化

してきた看取りの文化が、現代にあっては喪失したと

もいえ、家での死の看取りが困難になってきている。

静かな語り口の最後は、現代の政策誘導ともいえ

る病院死から在宅死への転換を、あらためて文化と

して根付かせることの意義についてであった。ご尊

父の在宅ケアの体験からのものであろうとは、－J描了

に読んだ先生の著書から想像した次第であった。

（特別講演の全容は、看護歴史学会誌次号に掲載予

定である。）

〔訃　報〕

本学会創設から第4期まで12

年間にわたり代表幹事を務めら

れた亀山美知子さんには、かね

てより療養中でしたが、2003年

7月21日に逝去されました。謹

んで哀悼の意を表し、会員の皆

様にご報告いたします。ご葬儀

は7月30日、故郷の島根県浜田市にある菩提寺の地

久寺で行われ、御遺骨はご両親のもとに埋葬されました。御戒命は「天真院知教妙恵大姉」です。亀山さんは我が国の看護史研究の第一人者であり、彼女の働きなしには本学会の存在も、また看護史研究の今日もあ牛得ないと思います。看護史研究にお ●2●
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ける多人な業緋を調え、ご指導に感謝し、ご冥福を

お祈り申し上げます。9月7日の第17回総会におい

て御遺影を飾り、参加会員一同で黙祷を捧げました。

（代表幹事　山本捷子）

分科会1

l二月この看護に関する法律の変遷

話題提供者の川中幸子氏は、看護政策研究の資料

となる人材の養成と確保、資格制度に視点をあて、

「保助看法改正過程」と「人材確保法の立法過程」

について報告された。

予想以上の参加署で、埼玉県の岸本姉からは人材

養成に関して、歴史的に廿重な発言があり、参加者

一同制度・政策に関する知識を共有することができ

た。このような学習から、将来、看護職が政策を立

案できるように人材を教育・育成していくことも重

要であると考える。　　　　　　　（木村紀美）

分科会2

史料のカー地域看護学概論に史料教材を用いて

当日会場の両壁には掲示を承諾した学生50余名の

「歴史新関」が張り出された。この新聞には学生が

地域看護の先達から学んギこと、史料との対話から
次の2つの課題にそって記事をまとめたものである。

1．日本の地域看護の始まりはどこか。

2．歴史から学んだこれからの地域看護活動。

分科会の前半はこの課題に対する学生の記事が紹

介された。1に対しては、関東大震災（1923年）後

の済生会巡回看護を中心に、大日本私立衛生会、派

出右磯如会から期日新聞社公衆衛生訪問婦協会まで

多様であった。どこを始まりとしても根拠が明確で

あれば良しとした。つまり、学生自身が「地域看護と

は何か」を考えることが主要なねらいだからである。

しかし、この点に関しては参加者から、「史実とし

て後からでもきちんと年代を抑えるべきではないか」

「どの観点から考えるのかを示した方がいいのでは

ないか」などの助言や意見が出されるなど、約20名

の分科会であったが、歴史学会の名にふさわしく、

熱い議論がかわされた。

2について、多かった順に学びが紹介された。「ニ

ーズに添っていくことの大事さ」「時代背景を知るこ

とが基本」「住民主体の考え方」「現場主義（足で把

握すること）」「地域看護の対象は地域住民主体であ

る」「自立をめざした援助の必要性」、さらに「歴史に照らしてみる、プロセスとしてみる、問題意識をもってみる」などである。これらの中には、史料を用いずとも概論で学べるものも多いといえるが、しかし、「時代背景を知るこ
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とが基本」やものごとを「歴史に照らしてみる、プ

ロセスとしてみる、問題意識をもってみる」など、

史料を通してでなければ、おそらく出てこないので

はないかと想われることも多い（，改めて史料の力を

見直した分科会でありた。　　　　　（山本在汗）

分科会3

歴史的視点の重要性をあらためて碓信して……

精神看護学を教授している一数日として、右誹の

歴史的視点の燕要件については授業の中で繰り返し

述べてきた。歴史的考察の意義として、①現状にお

ける問題点の根源を探ることができる、②歴史的発

展の過程で止服でれたはずの問題点を現状の中に見

出すことができる、③ある柿の問題点の根の深さを

確認することができる、④「歴史は繰り返す」の言

葉通り、歴史を訪ねることで将来の展望を描くこと

ができる、⑤社会文化との関連において現象を捉え

ることができる、が挙げられる。今回、紺当させて

頂いた分科会「男性の看護参画：看護上から看護師

へ」も、正にこれらの意義に合致したテーマだった。

多様なアプローチが可能であり、時間の制限もあっ

て十分な参加者との議論は叶わなかったが、今後と

も継続して話し合うべき課題で、参加者全員がそう

いう感慨を抱きながら散会した分科会だった。可能

ならば、今後とも学会への参加や話題提供をしてい

きたいと思う。　　　　　　　　　（瀧川　音）

研究発表1

研究発衣（＝演）のNo．1～4では、まず、端丸瑞

恵氏の「創設から占領開始前までの日本・アメリカ・

国際赤十字の歴史的推移」は、GHQが古箱政策遂行

時に日本赤十字社を連携組織として視野に入れた背

景事情の発表であった。また、大嶺千枝子氏の「本

土復帰前の沖縄における看護関係法と本土法との比

較」は、復帰前の沖縄の看護の特徴を、戦後発布の

看護関係布令と本土法を比較検討し、伸本勉氏は「沖

縄の男性看護職の歴史と現状」として、沖縄の舅牲

看護職の比率が高い要因を考察した発表であった。

これらは、戟後の看護職発展過程を歴史的にきめ細

かく分析したものである。さらに、庄子幸恵氏の「介

護職の資格制度の成立過程とそれに伴う介護職と看

護職の業務上の重複発生経緯の検証」では、今後さ

らに接近する看護職・介護職間の連携等の重要性を示

唆した発表であった。いずれの発表も、大変興味深く、

質問も多く、活発な討議がなされた。（岡山寧子）研究発表2私が担当させていただいたのは、口演8題の内、「兵庫県における看護婦養成の歴史」「栃木県におけ

る高校衛生看護科の経緯の検証」「慈善事業家石井十

次の日誌からみた京都看病婦学校と同志社病院の看

護の状況」「看護学生組織の変遷」の4題（題名筆者

簡略）であり、いずれも興味深い報告であった。中

でも高服用臣巨石．磯村の経緯、右．掛羊隼組織の変遷は、

まさに看護教育が社会情勢と大きく関与しているこ

とを提示した。また、若々しい学生の発表は、本学会に

新風が入り楽しさと明るさを増した。（小山敦代）

新入会員紹介（敬称略）

林　猪都丁（03－005）

山本　準丁（03－006）
大澤　豊丁（03－－007）

詰J柚吊肛里（03－008）

坪井　良子（03－009）
「山梨人草人学院］
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藤公美子（03－010）
梨大学大学院］

束　　美香（03－011）

安藤　一博（03－012）
高橋佐竹子（03－－013）引
有
言
訓－
久

「
卜
［
て
巨
卜

岡医′、召支術朝日j学校］

lI　洋子（03－014）
米川看．掛倒＝j学校］

l廿逸　輝子（03－015）
［大阪保健福祉専門学校］

※（）内は会員番号

木村　哲也（03－016）

後藤　眞澄（03－017）

永　美佐子（03－018）

松原みゆき（03－019）
峰岸まや子（03－020）

純Ⅲ　園美（03－021）

彦坂　蔦枝（03－022）
赤沢　陽子（03－023）

横川たつえ（03－024）

杉山　恵子（03－025）
古賀　幸子（03－026）

川上　裕子（03－027）
［お茶の水女子大学大学院］

石田　昌宏（03－028）
［日本着護連盟］

◆事務局便り◆

1．会費納入のお願い
今年度会費を郵便振替口座（01010－ト52185　日
本看護歴史学会）へお振込みください。3年以上
会費を滞納すると会員登録を抹消されますのでご
注意ください。
2．住所確認
以下の会員の方は至急、連絡先を教えてくださ
い。88018伊藤幸子様、95014古米照恵様、02005
鈴木由美子様
3．事務局に新たにアルバイトの方が入りました。
江口要子さんです。しばらく角井登美子さんとい
っしょに作業をやっていただき、いずれ定期的に
事務局の窓口となっていただきます。よろしくお
願いします。
4．そ　の他
最近、学会誌購入の問い合わせが多くなってい
ます。会員外の方からの看護歴史・学会に関する
関心も高まっているようでたいへん嬉しく思って
います。　　　　　　　（事務局　田中幸子）
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日本における義肢装着者の生活援護史研究

坪井良子著

A5判・230頁　本体8，500円（税別）明治から昭和までの80年間にわたる四肢切断者の生活支援を通して、義肢の発達と制度の歴史並びにわが国独自のリハビリテーション史を追究した総合援護史研究として最初の書。■ト・■lト■ト「■ト
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日本看護歴史学会　2003年度予算
，03．4．1～，（）4．3．31（中位二：円）

収入の部
項　　 目 予 算 柚

　 －．・・■■一一■■■一一一一一一一一一一一一■←■←一一一一一→－r一一■■摘　　 要　－■■｝■疇■■■■■一一■■←■■－→－一一■■－■■■一一一一一一一一一■－一、一一・・・一一■■■一一▲－
前 隼斬 ．畑 ：紬

■▼■■■■■■一・一一■●■■・．・一一・．り一■■－■－■－．■－■■●●■■－1■■■■■▼■■●■■
会　　　　 理 6 8 0 ，n O （） 4 ，0 00 × 1 7 （）名 9 4 8 ，（）（）（）

寄 付 金 そ の 他 4 0 ，0 0 0 学 会 誌 等 の 克 上 げ 2 5 8 ，8 5 （．）

前 年 度 繰 越 金 1 ，2 5 3 ，5 0 8

■■■■・一一一一一■■■■■●・－－－一■■■－

1 ，1 3 8 ，7 2 0

合　　 計 1 ，9 7 3 ，5 （．）8 2 ，3 4 5 ，5 7 0

支 出の部

頃　　　 日 予 算柚 摘　　　 要 前年度決算柚

幹 小 会 開 催 糟 25 0 ，（）（）（）
●■■■一■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■－咋 2 回

咋 4 －－il

4（）2 ，（）7 7

2 1 ，89 （）編 集委 員会l朴催 珊 1（）0 ，（■）0 0

出　　 版　　 費 6 60 ，（川0

年 2 回

24 0 ，2 4（■）

会 報 発 行 費 （60 ，0 00 ） （6 1 ，1．10）

′！、′：本 誌発 行糟 （6 （■）（）（）川）） 汀＝ ’・号　 第 17 竹 （17 9 ，13両

・／ユ、lレじ、　．一一脚■一・■一・一一一一一一一一一一一一一■■血

会 員名 簿作 成 費

I
（．） （．）

車　 務　 維　 明 53（日 ．）r）（1）

j．描 、到 詔ト ドその他

346 ，885・

印　 刷　 理 （50 ，（川（）） （37 ，8（）（”

通 信 糟

人 件 費 ＊

文具 ・そ の他

（15 0 ，00 0）

（2 00 ，0 00）

（130 ，0 00 ）

会報2帖 学会誌2 lりl

文具 ・振 込 み手数
料 ・大会物品の運

送費、交通畔等

（107 ，020 ）

（202 ，06 5）

諸　 会 80 ，000 看護系学会連絡協議会

予　　 備　　 費 353 ，508 80 ，9 70

合　　　 計 1 ，973 ，508 1 ，0 92 ，062

＊新規に設定した項目

舅18三大会予告

開催期日　平成16年8月25日㈹～26日㈹

メイン戸マ　「歴史に学ぶ・歴史を創る」
会　場　北里大学相模原キャンパス　レ3号館
内　　容

◎講　　演
北里柴三郎博士：中瀬安酒先生（北里大学名誉教授）

◎パネルディスカッション
テーマ：オーラルヒストリー；看護歴史学研究の一方法
パネリスト：交渉中

◎交流セッション
いくつかのセッションを設けます。セッションの中で
のゲストスピーカーに次の先生をお呼びしております。

金子光先生（元厚生省看護課長、元衆議院議員）
高橋シュン先生（聖路加看護大学名誉教授）
◎研究発表（口演・示説）

◎写真展
多くの方のご参加と発表をお待ちしております0

参加申し込みや演題募集などが確定しましたら順次
お知らせいたします。
お問い合わせ先：〒228－0829　相模原市北里2－卜1

北里大学看護学部基礎看護学研究室
Tel＆Fax O42－778－9432

編集後記

第41号

日本看護歴史学会　2002年度決算報告
，02．4．1～，03．3．31（単位：円）

収入の部
一一＿－＿一■■●■■－■■■■－■■－■■l■■■●■■■■－■‾項　 －I　 予 算 紬　　 決　 算　 鮪 差 引 楯

ー■●■・＿■一■－－－■一一一一一脚公　　　 理　 6 8 （），0 0 （■） 　　 9 4 8 ，0 0 0

会 ii 214 汁、新 人会 員2 3 日

2 6 8 ，0 0 0

一一■－●■・一一一■一一一・■－▲一一■一一■■一一一一一一一■－●■一一■■■膿－←－■■・←一一一一一一一一一一一一■一一一一■－1－－■一一■－●寄 付 金 そ の 他 4 0 ，0 0 0 　 2 5 8 ，8 5 0

学 会 誌 売 上 げ （4 0 ，7 2 0 ）

定期満期等粧 チ （2 1 8 ，1 3 0 ）

2 1 8 ，8 5 0

1 ，1 3 8 ，7 2 0 0前 年 度 繰 越 金 1 ，1 3 8 ，7 2 0

合　　　 計 1 ，8 5 8 ，7 2 0 2 ，3 4 5 ，5 7 0 4 8 6 ，8 5 0

支 出 の 部

項　　　 目 予 算 鮪 決　 算　 柚　　 差 引 鮪

幹 車 会 開 催 費 50 0 ，00 0 4 0 2 ，0 7 7　 9 7 ，9 2 3

編 集 委 ユー1°■’i 会 珊 10 0 ，nO O 2 1 ，89 0 7 8 ，11 0

出　　 版　　 理 66 0 ，0 0 0 2 4 0 ，24 0 4 1 9 ，76 0

会 報 発 行 費 （60 ，0 0 0） 38 号 、3 9号 （6 1 ，1 10 ）

学 会 誌 発 行 増 （6 0（上 000 ） 第 15号 （17 9 ，13（け

－■l■■■■■■●一■■■■・■・－会 1■◆i名 簿 作 成 理 0 0 0

3 4 6 ，88 5 2 3 ，11 5串　 業　 経　 費 370 ，00 0

印　 刷　 費 （50 ，00 0 ） （37 ，80 0 ）

通　 信　 費 （170 ，00 0 ） （10 7 ，02 0 ）

文 扶 ・そ の 他 （150 ，00 0 ） 20 2 ，06 5 ）

予　　 備　　 費　　 228 ，72 0 　　 80 ，97 0

看護 系学会連絡協議会

14 7 ，7 5 0

合　　　 計　 1 ，8 5 8 ，7 2 0 1 ，09 2 ，06 2 7 6 6 、，6 5 8

次 年 度 へ の 繰 越 金 2 ，3 4 5 ，57 0 「・－ト 1 ，09 2 ，06 2 円 ＝ 1 ，2 5 3 ，5 0 8 円

◎交　通　機　関

小田急線新宿駅より相模大野駅下車（急行で40分）
相模大野駅より（バス乗車25分　北里大学下車）
バス1番乗車　北里大学病院行、昭和橋経由上溝行、

北里大学経由相模原駅南口行
バス2番乗車　古山経由相模原駅南口行
タクシー15分

日本看護歴史学会会報　第41号

企両・鋸某・山崎雅代・藤村龍子
発椚責任署　大石杉乃・杜仲幸子

事　務　局　〒228－0829
神奈川県相模原市北里2－巨1
北里大学看護学部　田中幸子
Tel＆Fax O42－778－9876

∴三幸車≡≡三．二≡三㌢‡≡三三三三≡三三三≡三；≡≒三三三三りで今回不参加の会員の方々に充分伝わったと思います0（雅）伝えたい、という力のこもった記事ばか ●4●


